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9　Michael　Millgateトロント大学教授（加）の
　　アポイントメント・プログラム招請について
工学部教授井上謙治
　カナダ・トロント大学英文科教授マイケル・ヘンリイ・ミルグイト氏は，
本学国際交流基金アポイントメント・プログラムにもとづき，1985年4月
7日から4月15日まで，本学において，主として次のような日程で研究，教
育活動を行った。
　4月7日，午後5時30分成田着，青山プレジデント・ホテルにて，本学に
おける講演，その他のスケジュールについて打合せを行う。
　4月8日，午前10時，本学国際交流事務室において必要な事務手続を終え
た後，フォークナーにっいての講演内容に関し，さらに問題点を整理する。
　4月9日，午後12時30分，駿河台12号館に案内し，講演会場の設営。終っ
て，今後のフォークナー研究のあり方，およびアメリカ「社会小説」の系譜
に関し意見を交換する。またフォークナーの『寓話』の評価について，クリ
アンス・ブルックス氏とはちがった立場にあり，どちらかといえば肯定，半
ば否定という見解を明らかにしたことは注目していいであろう。
　4月10日，午後1時，駿河台研究棟第一会議室においてスタッフ・セミナ
ー講演会を開く。講演トピック「逸話ではなくて小説，フォークナーの『八
月の光』について」。ミルゲイト氏は世界的名声を有するフォークナー研究
者であり，したがって，本学内外から日本の代表的フォークナー研究者が数
多く参加し，大学院生，学部学生をあわせると約60名に達した。講演は工学
部教授井上謙治の司会によって始められたが，通訳は必要とせず，講演1時
間10分，質疑応答は約2時間におよぶ充実したものであった。ミルゲイト氏
はとくにこの講演のために，原稿を新しく書きおろしたのであり，これは氏
が出版する予定の『フォークナー研究論集』に収録されるはずであるが，こ
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こ数年間，氏が重点的に調査研究してきた成果を，本学において，はじめて
公表したという意義は大きいと言わねばならないだろう。講演の要旨は，「明
治大学国際交流基金事業招請外国入研究者講演録M・．1」に収録されているが，
わが国ではとくに関心を持たれているフォークナーの『八月の光』のテキス
トを綿密に調べ，未発表の資料を利用して，その小説的構造を緻密に解明し
たもので，今後のフォークナー研究にとって，きわめて重要な文献になるで
あろうことは，出席者のすべてが認めるところである。今後，『八月の光』
の構造を論じるものは，今回の講演内容を出発点として論じられねばならな
いと思われるのである。「講演録」は氏の講演を邦訳したものである。これ
は本学大学院生が翻訳し，文学部牧野教授，政経学部池内教授，文学部
鈴木講師が訂正加筆，井上が監修したものであるが，フォークナー研究者の
間では非常に好評であり，講演に出席できなかった九州，北海道の研究者か
ら問合せがあり，寄贈している。いずれにせよ，ミルゲイト氏の講演はフォ
ークナー研究者のみならず，広くわが国のアメリカ文学研究者にとっても示
唆するところが多く，受入教員として誇りを持って，その意義を強調できる
ことを喜びたい。講演終了後，簡単なレセプションを設けたが，本学大学院
学生には，世界的な学者と親しく接し，話しをする機会を得たことが非常な
刺戟となったようである。事実，そのような感想をもらす学生も少くなく，教
育的効果もきわめて大きかったといえるのである。
　4月11日，午後1時，駿河台研究棟第1会議室においてスタッフ・セミナ
ー講演会を開く。講演トピック「トマス・ハーデイと自然」。ミルゲイト氏
はアメリカ文学のみならず，イギリス文学，とくにトマス・ハーデイについ
ても著名で，現在オックスフォード大学より彪大な書翰集を刊行中であり，
英文学専攻の教員，学生を対象として上記トピックを選んだのである。参加
者は，本学関係者以外に日本ハーテイ協会会員が目立ち，文学部教授羽矢謙
一氏の司会により，講演，質疑応答と約3時間，実りあるものであった。講
演要旨は，しばしば論じられているハーデイの自然観が，一般に指摘される
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以上に複雑な，一種のアンビバレンスを含むものであることを述べたもので
あり，出席者にとって非常に有益であったと考えられる。以上，二つのスタ
ッフ・セミナー講演会を通じ，本学の英米文学研究を一段と活溌になったこ
とを重ねて指摘しておきたい。
　4月13日，14日，京都にて，関西地方のアメリカ文学研究者を交じえてフ
ォークナー研究について，「脱構築批評」による可能性など意見交換。4月
15日，プログラム終了。
　ミルゲイト氏招聰の成果として，氏の本学講演を記念し，1985年11月，
本学教員及び大学院生が講師，報告者となり，「ミルゲイト教授来日記念フ
ォークナー・シンポジウム」を駿河台校舎にて開き，約60名の参加者を集め
たことは報告に価すると思われる。
　また，氏の来日が刺戟となり，本学におけるアメリカ文学専攻教員有志と
文学部大学院生及び学部学生有志により，アメリカ文学研究グループ「マグ
ノリア」が設立され，1986年春には研究誌を発刊することになった。
　以上，ミルゲイト氏の滞在は短期間ではあったが，研究，教育上の成果が
少くなかったといえるであろう。
　最後に，文学部英文科教員ならびに大学院生の心からの協力があったこと
を記して，感謝の意を表するしだいである。
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